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まれるべき木材（長さ 2 間 1 尺＝約 4m、直径 3 寸＝約 9cm 以上）より細めで、
連を組むには不適切な細身の木材を使う。まず、1 本目のカセギ（以下 A ）を
ソウの縦の中間部分から 4 連目の中間部分まで渡す。渡す場所は筏の進行方向
右側より 2～3 本目部分に土台となる連に沿わして斜めに置く。次に 2 本目の
カセギ（以下 B ）を A の中間部分から、土台の 4 連目と重なるように、A の




カンを打ちつけ、カンと A を藤蔓で巻き締めて固定する。A と B の交わる部
分はちょうど 4 連目の先頭部分であるため、連を組む時に打ちつけられている






























■第 24 回 定例研究会 
１．日時：平成 22 年 5月 28 日（金）16:00～19:00 
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換金作物栽培と森の生活の両立は可能か 
－甘いチョコレートがもたらす不平等－ 
京都大学こころの未来研究センター 大石高典
ざいちのちとは何か。作家の五木寛之は、『戒厳令
の夜』という長編小説の中で、水沼隠志という怪し
げなシャーマンに次のようにつぶやかせています。 
「わしは学を忘れて歌をおぼえた片輪者と言える
のかもしれぬ。…しかし、事を為すのは歌であって、
学ではない。」 
 地域の役に立つとか立たないということが実践
なのではない、と安藤和雄さんからお聞きしたと
き、私が思い出したのはこのセリフでした。 
私は、アフリカのカメルーンの熱帯雨林に暮らす
人たちの研究を続けて９年目になります。そこには
焼畑農耕民と狩猟採集民が住んでいますが、優し
く、シャイだけれど人懐っこいところに私は惚れこ
みました。焼畑でバナナやキャッサバを作りなが
ら、森や川で狩猟採集や漁労を行い、足りない分は
物々交換で補い合うというのが伝統的な暮らし方
でした。 
ところが最近、にわかに換金作物であるカカオ栽
培が、生業の比重を増してきました。カカオの国際
価格が上がると、町から来たバイヤーによって、わず
かな借金の形としてカカオ園の権利が売買されるよ
うになりました。借金の多くは、際限のないお酒の消
費に消えてゆきます。そもそも土地に永続的な所有権
や利用権を想定した
ことのない人たちで
す。借金が重なって、
カカオ園ごと外部に
土地が流れるケース
が数件続けて起こる
と、村の中に危機感
が走りました。 
生産物が高騰するほど、逆に在地の人間が貧乏に
なり「負債」が増えてゆきます。一体どれだけの人
がカカオ園をもち、どんな畑づくりをしているのか
気になった私は、GPS を使って、カカオ園の測量と
地図化を行いました。その結果、意図しないことに
地域で起こっている不平等の拡大を目に見える形
で示すことになりました。他人の焼畑に立ち入るこ
写真 1：森を開いて作られたカカオ園
